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研究要旨 

急性心筋梗塞の治療の現状と予後を評価するため、大規模コホート研究

CREDO-Kyoto AMI Registryに登録された症例の中で、特に独居患者に注目した

背景、治療、予後の調査を行った。 

その結果、急性心筋梗塞患者における独居患者の生命予後は非独居者と有意差を

認めなかった。また75歳以上の高齢独居患者でも同様の傾向であった。しかし、

独居患者の方が、症状発症から来院までの時間は有意に長く、また、今回の調査

では自宅での原因不明死などの調査は行っていないため、さらなる詳細な検討が

今後必要であると考えられた。 

 
Ａ．研究目的 

 本研究は、緊急冠動脈インターベンション治療

を行っている急性期病院で治療を受けた急性心

筋梗塞患者の診療実態や予後を調査することに

よって、さらなる予後改善のための課題を明らか

にすることを目的とする。その中でも、今回は独

居患者と予後の関連を検討することを目的とし

た。 

 

Ｂ．研究方法 

 2005年から2007年の3年間にCREDO-Kyoto AMI 

Registryに登録された症例のうち発症24時間以

内に心臓カテーテルによる緊急冠血行再建術を

受けた独居患者 520 例、非独居患者 3,655 例を対

象に臨床的背景、治療法とその成績、予後の比較

を行った。独居患者の定義としては、急性心筋梗

塞で入院した際に、一人暮らしであることとした。 

 

Ｃ．研究結果 

 緊急冠血行再建術を受けた CREDO-Kyoto AMI 

Registry 登録症例（独居患者 520 例、非独居患

者 3,655 例）での検討では、平均年齢：独居患者 

68.7±13.0 歳、非独居患者 67.7±12.1 歳で 75

歳以上の高齢者の割合は独居患者 38%、非独居患

者 30%と独居患者は高齢者の割合が有意に高か

った(p=0.001)。また、男性の割合は独居患者 62%、

非独居患者 75%と、有意に非独居患者の方が高か

った(p<0.0001)。また、心不全や肝硬変の既往の

ある患者は独居患者に多く、逆に多枝病変患者は

非独居患者の割合が高かった。退院時薬剤に関し

ても、β遮断薬の処方は独居群で多かったものの、

その他の薬剤では両群で有意差を認めなかった。

発症-来院時間（平均（四分位範囲））に関しては、

独居患者 3.0（1.3-6.4）時間に対して非独居患

者 2.4（1.5-5.3）時間と独居患者で有意に長か

った（p=0.0008）。一方で、病院到着-治療時間は

独居患者 90（60-138）分、非独居患者 96（66-138）

分と差は認めなかった。 

5 年時点での累積死亡イベント発症率は、独居

患者では 18.3%、非居患者では 20.5%で有意差を

認めなかった(log rank p=0.62)。一方、心不全

入院に関しては、累積心不全入院発症率が独居患



12 
 

者で 13.6%、非独居患者は 8.7%と有意に独居患者

で高かったが(log rank p=0.004)、その他、心臓

死や脳卒中、全ての再血行再建に関しての累積発

症率では有意差を認めなかった。また、年齢その

他の臨床的背景の違いを補正すると、心不全入院

での差は有意ではなくなった。また、75 歳以上

の高齢者のサブグループ解析においても、患者背

景補正後には、同様の傾向を示し、独居群と非独

居群では総死亡累積発生率では有意差を認めな

かった。 

 

Ｄ．考察 

 CREDO-Kyoto AMI Registry 登録症例での解析

結果から、急性心筋梗塞を発症した独居患者と非

独居患者の間に死亡率において有意差を認めな

かった。また、75 歳以上の高齢者においても同

様の傾向を認めた。しかし、症状発症から来院ま

での時間は独居患者において有意に長いことが

分かった。 

 今回の研究結果は、他の研究結果と違い、独居

と心筋梗塞後の予後の関連性は認められなかっ

た。その要因としては、患者背景の違いがあると

考えられる。今回の研究では、高齢者の割合が高

く、また、全患者が心臓カテーテルを施行してい

るが、諸外国の研究では全ての患者が心臓カテー

テル検査を受けているわけではない。一般的に、

高齢の独居患者は身体活動能力が優れた患者が

多い一方で、非独居患者と比較して社会的サポー

トを受けづらく、収入も少ない傾向があるといわ

れている。また、今回の研究からも分かるように

症状発症から来院までの時間が長い傾向にある

ため、一旦、病気が発症すると様々なサポートが

必要になる集団であると考えられる。わが国では

国民皆保険であるため、必要な治療を全ての患者

が受けることが可能となっており、独居患者をサ

ポートする体制の一つとなっていると考えられ

る。 

また、今回の予後の解析結果は治療を行う医療

機関に到着できた症例が対象であり、約 3割の急

性心筋梗塞の患者は発症から病院への搬送まで

の過程で死亡してしまうとの報告もあるため、よ

り早期の治療開始は現在でも取り組がみ必要な

課題である。なかでも、独居患者で発症-病院到

着時間が非独居患者よりも長かったという結果

は、独居患者におけるより改善すべき課題と考え

られる。また、今回の研究では、自宅での原因不

明死などの調査は行っていないため、さらなる詳

細な検討が今後必要である。 

 

Ｅ．結論 

 発症後早期に冠動脈形成術を施行した急性心

筋梗塞の独居患者と予後の間には関連性を認め

なかった。 

 

Ｆ．研究発表 

1.  論文発表 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 該当なし 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


